
學
の
智
識
が
入
つ
セ
結
果
か
否
か
之
を
知
る
こ
ご
が
単
声

ぬ
Q
前
に
述
べ
柁
一
七
一
〇
年
に
レ
ヂ
ス
ご
ヂ
ヤ
〃
ツ
ー

爾
宣
敷
師
の
満
洲
北
部
四
十
七
度
に
於
て
…
度
の
長
さ
が

二
五
八
支
那
尺
だ
け
長
い
郵
貯
を
駿
乏
し
π
こ
ご
は
モ
；

ぺ
川
’
グ
ユ
イ
の
ペ
ル
ー
及
び
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
爾
子
午
弧
測

定
の
結
果
を
綜
合
し
た
前
二
十
八
年
で
、
濁
立
に
地
球
爾

極
の
扁
季
を
確
属
し
花
も
の
こ
し
て
画
し
い
。
寛
政
文
化

間
の
日
本
測
地
事
業
は
佛
國
革
命
政
府
の
下
に
メ
チ
ヤ

ン
・
1
3
ラ
ン
プ
川
爾
測
地
家
の
測
定
後
に
直
に
著
手
し
π

も
の
で
、
而
か
も
地
球
眞
形
朕
を
無
親
し
て
居
る
こ
ご
は
、

頗
る
時
代
後
れ
こ
い
は
ね
ば
な
ら
鍛
Q
然
れ
ご
も
此
の
事

業
は
日
本
地
圖
の
信
愚
す
べ
き
も
の
を
調
製
す
る
こ
い
ふ

第
二
の
目
的
か
ら
見
れ
ば
大
な
る
成
功
で
、
其
の
實
用
上

の
儂
値
が
非
常
に
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
9
此
の
粘
か
ら

い
ハ
、
ば
精
確
の
度
は
支
那
測
地
事
業
な
ざ
に
比
し
て
遙
か

に
優
秀
で
あ
っ
て
、
隊
洲
に
其
頃
現
存
し
π
心
癖
に
比
較

し
得
る
も
の
が
一
氣
呵
成
に
出
來
元
の
で
る
。
故
に
精
密

　
　
　
第
ご
巻
　
　
蜘
　
評
　
　
塘
補
「
束
蓬
支
那
記
」

の
度
を
細
査
し
て
見
る
こ
ご
も
必
要
で
あ
る
信
蔵
す
べ
き

地
無
を
作
り
得
π
こ
い
ふ
黙
が
最
も
重
要
な
特
長
で
あ
る

も
の
こ
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

増
補
『
東
蓬
支
那
記
』

ω
搾
甲
H
．
く
⊆
一
£
○
象
ゴ
選
曽
一
乱
鋳
。
≦
ゴ
団
日
江
↓
一
一
臼
●

完
○
ノ
＜
o
〔
｛
．
ユ
o
p
器
三
。
・
o
α
簿
触
9
面
ぴ
○
昇
写
譜
。
獄
σ
Q
窪

。
門
お
o
o
旧
恩
儀
ジ
o
o
く
象
圃
。
“
σ
k
同
由
・
O
O
乙
同
。
『
．
く
。
一
●

り
＝
囮
●
＝
巴
（
一
ξ
げ
し
∩
8
一
。
¢
●
6
【
ω
1
6
「
い

　
　
　
　
　
交
學
博
士
桑
原
隙
藏

　
　
闘

　
ユ
ー
川
雰
紹
缶
。
（
一
。
。
8
一
囲
。
。
。
。
㌧
）
は
英
國
に
於
け
る

最
も
傑
出
し
た
東
洋
學
者
で
あ
る
。
英
國
の
東
洋
學
者
一

i
若
干
の
印
度
學
者
を
除
き
一
は
概
し
て
學
究
的
で
な

い
○
彼
等
の
薯
書
は
、
【
般
の
譲
者
に
ば
稗
盆
を
輿
へ
得

る
こ
し
て
も
、
専
門
仁
者
を
啓
卜
す
る
こ
ご
は
鯨
り
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
七
　
（
四
九
八
）



　
　
　
第
二
巻
　
艶
壽
　
難
捕
「
窺
邊
支
那
滋
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
＝
一
八
（
四
九
九
）

な
い
○
學
殖
の
深
さ
に
於
て
も
、
贋
さ
に
於
て
も
、
兎
角
　
こ
の
中
『
マ
ル
コ
護
ボ
ー
ロ
族
行
記
』
は
一
八
七
一
年
の
出

職
濁
等
の
學
者
に
比
し
て
、
見
劣
り
す
る
標
に
想
は
れ
る
○
版
で
、
間
も
な
く
一
八
七
五
年
に
そ
の
第
二
版
が
出
來
、
ユ

こ
の
開
に
在
っ
て
、
濁
り
ユ
ー
ル
の
難
風
は
頗
る
學
叢
雲
　
ー
ル
の
死
後
「
九
〇
三
年
に
公
さ
れ
把
第
三
版
に
は
、
コ

で
、
且
つ
堅
實
精
緻
を
極
め
て
居
る
Q
彼
の
著
蓮
に
は
、
　
μ
ヂ
エ
6
0
乙
州
窪
が
、
原
註
羅
に
多
大
の
増
補
を
加
へ
て

一
々
そ
の
所
説
の
上
盤
を
明
に
し
、
E
つ
到
る
庭
に
有
盆
居
る
。
こ
の
外
一
九
〇
〇
年
に
、
我
が
東
京
で
そ
の
第
二

な
る
註
繹
を
施
し
て
あ
る
。
一
般
の
護
者
を
利
釜
す
る
ご
，
版
を
翻
刻
し
だ
。
『
ア
ソ
グ
ロ
“
イ
ン
ド
俗
語
彙
解
』
は
、
語

共
に
、
專
門
學
者
に
も
多
大
の
智
識
を
附
與
す
る
。
こ
の
　
三
者
は
勿
論
、
東
洋
の
歴
青
、
地
理
を
研
究
す
る
學
者
に
、

貼
に
就
い
て
、
ユ
ー
〃
は
燭
佛
等
の
最
も
傑
蓋
し
把
筆
者
等
し
く
羨
く
べ
か
ら
ざ
る
良
必
聴
書
で
あ
る
。
こ
の
書
は

に
比
し
て
、
何
等
遜
色
が
な
い
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入
八
六
年
の
出
版
で
、
ユ
ー
ル
ご
メ
二
子
川
切
⊆
三
亀

ユ
ー
ル
の
代
表
的
著
書
こ
し
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
の
共
著
こ
な
っ
て
居
る
が
、
バ
ー
子
川
の
死
（
一
八
八

（
第
一
）
『
東
電
支
那
記
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
）
後
、
ユ
ー
ル
の
出
力
で
完
成
し
淀
も
の
で
あ
る
。

（
第
二
）
『
マ
ル
〒
ボ
ー
ロ
旋
行
記
』
司
冨
回
W
o
O
げ
o
h
し
。
9
こ
の
書
も
亦
ユ
ー
〃
の
死
後
、
一
九
〇
三
年
置
ク
ル
ー
ク

言
母
8
り
9
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
鼻
⑦
が
増
補
を
加
へ
て
、
第
二
版
を
公
に
し
祖
○

（
第
三
）
『
ア
ン
グ
ロ
ー
ー
イ
ン
ド
俗
語
彙
解
』
H
由
。
房
9
二
。
げ
℃
§
『
東
達
支
郷
記
』
は
古
代
よ
り
葡
萄
牙
人
の
東
亜
來
航
の
頃

輔
属
魯
ゐ
9
Ω
δ
ω
鈴
蔓
。
州
≧
回
肱
○
自
巳
一
舅
∩
o
ま
ρ
⊆
貯
一
ま
で
の
、
西
方
諸
國
民
の
支
那
に
抗
す
る
智
識
の
螢
達
を

タ
δ
↓
α
の
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叙
述
し
、
殊
に
中
世
期
に
於
け
る
、
キ
リ
ス
ト
敷
徒
、
マ

の
三
者
を
墾
げ
ね
ば
な
ら
鍛
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
メ
ッ
ト
敷
徒
の
支
那
に
接
す
る
記
録
、
紀
行
を
蒐
集
英



姦
し
泥
も
の
で
、
東
西
紺
洋
の
交
通
を
研
究
す
る
者
に
は
、

一
臼
も
飲
く
べ
か
ら
ざ
る
張
工
書
ご
推
さ
れ
て
居
る
。
從

っ
て
學
界
の
需
要
極
め
て
多
大
な
る
に
拘
ら
す
、
こ
の
書

は
一
八
六
六
年
置
バ
ク
ラ
イ
ト
協
曾
叢
書
の
一
こ
し
て
出

版
さ
れ
π
の
み
で
、
そ
の
後
久
し
く
絶
版
こ
な
つ
π
〇
一

八
九
九
年
に
我
が
東
京
で
や
つ
π
翻
刻
が
、
幾
分
學
界
の

需
要
を
鳴
し
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
の
原
版
の
市
璃
に
現

は
る
～
こ
ご
は
實
に
稀
有
で
、
極
め
て
稀
に
責
買
ざ
れ
て

も
、
そ
の
儂
格
は
一
部
二
恕
、
百
圓
以
上
こ
い
ふ
相
蕩
で

あ
・
る
。

所
が
今
回
バ
ク
ラ
イ
ト
協
會
で
、
コ
ル
ヂ
エ
に
依
嘱
し
て
、

原
版
に
多
大
の
増
補
を
加
へ
て
、
そ
の
第
二
版
を
螢
列
す

る
こ
ご
、
な
り
、
學
界
多
年
の
渇
望
を
馨
す
る
を
得
る
に

至
っ
π
の
は
、
實
に
一
大
慶
事
ご
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
国
脚

ア
ン
リ
ー
ー
コ
川
ヂ
エ
国
①
噌
・
ユ
O
O
巳
冨
吐
は
、
現
時
佛
蘭
西
有

数
の
東
洋
端
者
で
あ
る
。
殊
に
コ
川
ヂ
エ
は
、
（
一
）
嚢
に

　
　
　
第
二
巻
　
　
…
獅
　
評
　
　
培
補
「
東
蓮
支
那
詑
」

ユ
ー
川
の
『
マ
川
コ
齪
ボ
ー
ロ
族
行
記
』
の
第
三
版
螢
行
に

關
係
が
あ
り
、
労
ユ
ー
〃
に
与
し
て
多
大
の
緯
敬
ご
同
情

を
有
ち
（
二
）
叉
尤
も
有
名
な
る
東
洋
學
に
画
す
る
目
録
學

者
こ
し
て
や
あ
ら
ゆ
る
新
著
新
説
に
通
達
し
て
居
り
、
（
三
）

一更

ﾉ
シ
ヤ
ヴ
ン
ヌ
Ω
樗
く
聖
旨
。
ω
や
ペ
リ
ォ
℃
色
駕
。
叶
等
屈
指

の
支
那
學
者
ご
駝
懇
で
、
上
聞
接
に
彼
等
の
助
力
を
受
け

得
る
便
宜
を
有
っ
て
居
る
等
の
事
情
を
綜
合
す
る
ご
、
亭

1
川
の
事
業
を
…
欄
承
す
る
最
適
任
者
ご
申
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
。『
東
達
支
那
記
』
登
刊
以
後
、
巳
に
五
＋
年
を
維
過
し
π
。

こ
の
閏
に
東
洋
の
研
究
は
長
足
の
進
歩
を
煽
げ
花
。
故
に

コ
〃
ヂ
エ
は
成
る
べ
く
ユ
三
川
の
原
丈
に
手
を
継
れ
澱
方

針
を
執
つ
π
に
拘
ら
す
、
途
に
幾
多
原
文
を
補
足
す
る
こ

ε
を
認
識
な
く
さ
れ
て
居
る
。
殊
に
『
東
達
支
那
記
』
第
一

憲
の
序
論
津
α
謬
旨
p
薫
国
。
。
ω
3
、
ω
一
東
西
交
誕
の
磯
逮

の
大
勢
を
叙
遽
し
π
部
分
－
1
に
は
、
一
節
全
膿
を
、
時

に
一
章
全
幅
さ
へ
も
増
補
し
新
例
が
あ
る
。
臥
せ
ば
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
二
九
（
五
〇
C
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
投
　
評
　
　
堰
補
「
束
蓬
支
那
説
」

章
（
乙
）
の
「
〔
支
那
ご
〕
申
央
亜
細
亜
こ
の
閥
係
」
の
如
き

は
、
全
章
コ
川
ヂ
エ
の
新
に
起
稿
し
π
も
の
で
あ
る
。
第

二
章
第
三
十
六
箇
、
乙
）
の
「
張
審
遽
征
の
結
果
」
の
如
き
、

第
四
事
事
五
十
五
十
七
笛
乙
）
の
「
、
大
食
」
の
如
き
、
第
七

章
入
十
四
節
（
乙
）
の
「
ガ
ル
デ
ー
ジ
Ω
舞
＆
試
の
道
程
記
」

の
如
き
、
皆
全
豊
新
に
増
補
さ
れ
把
も
の
で
あ
る
。

『
東
達
支
那
記
』
第
一
憲
の
「
補
録
」
し
。
毛
覧
○
琶
①
葺
僧
蔓
宕
§
①
ω

i
、
序
論
」
の
無
考
に
供
す
べ
き
古
代
の
記
録
を
蒐
録
し

た
部
分
一
に
醤
し
て
も
、
コ
ル
ヂ
エ
は
勘
か
ら
ざ
る
増

補
を
加
へ
π
り
即
ち
第
二
章
（
乙
）
の
「
ラ
プ
ン
詩
人
よ
り
の

抜
葦
」
、
第
四
節
（
乙
）
の
「
ヂ
オ
ニ
シ
ウ
ス
H
）
一
9
曙
ω
凶
諺
等

の
抜
葦
」
第
九
節
（
乙
）
の
っ
グ
オ
フ
イ
ラ
ッ
ク
ス
8
訂
㌣

℃
ξ
㌶
〇
一
二
ω
の
抜
葦
」
、
第
九
節
（
丙
）
の
「
趙
汝
這
の
抜
葦
」
、

第
十
節
（
乙
）
の
「
バ
ル
ト
ジ
野
老
○
一
一
に
擦
れ
る
大
秦
皮

激
碑
登
見
h
の
記
事
〕
」
第
十
四
箇
（
乙
）
の
「
セ
ム
パ
ド

ω
o
包
冨
創
の
書
翰
」
第
十
四
節
（
丙
）
の
「
ク
ラ
ヴ
イ
ジ
ヨ

Ω
9
蕊
。
の
支
那
に
關
す
る
記
事
抜
錨
」
、
第
十
四
笛
（
丁
）

第
三
號
　
　
一
三
〇
　
（
五
〇
一
）

の
「
ニ
コ
ロ
跨
コ
ソ
チ
峯
8
δ
O
O
鼠
の
素
行
雲
譲
葦
」
等

で
め
る
○
コ
ル
ヂ
エ
は
叉
原
著
の
挿
書
を
も
若
干
増
補
し

槌
○
第
一
忽
の
窓
頭
に
あ
る
原
署
者
ユ
ー
ル
の
省
像
、
及

び
夢
中
に
挿
め
る
西
歴
一
三
五
〇
年
の
カ
タ
ラ
ン
地
圖

0
鴛
・
嗣
ぎ
＝
μ
ご
τ
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
。

か
く
原
著
の
本
誌
に
珍
し
て
必
要
有
馬
な
幾
多
の
増
補
を

加
へ
だ
上
に
、
罪
ル
ヂ
エ
は
最
近
の
東
洋
研
究
の
結
果
を

利
用
し
、
原
注
暮
に
乏
し
て
も
、
殆
ざ
十
全
の
増
補
を
施

し
把
一
f
こ
れ
が
抑
も
第
二
版
登
列
の
一
大
過
熱
で
あ
る

一
故
、
今
回
登
行
の
束
達
支
那
記
は
第
一
版
に
比
し
て

そ
の
内
容
ゼ
倍
加
し
た
Q
　
『
東
蓮
支
那
記
』
の
名
前
は
同

｝
で
も
、
第
一
版
は
全
部
二
懇
で
、
第
二
版
は
全
部
四
蓉

こ
な
つ
π
。
此
の
如
く
し
て
ユ
ー
ル
の
傑
作
は
コ
ル
ヂ
エ

の
助
力
を
得
て
、
最
新
の
完
全
な
る
服
装
で
、
再
び
學
界

に
出
現
し
て
來
だ
課
で
あ
る
。
　
　
　
　
・
　
　
　
。

　
　
　
　
剛
轟

増
補
『
東
達
支
那
記
』
は
巳
に
蓮
べ
元
如
く
、
全
部
四
憲
よ



り
成
立
し
て
居
る
。
そ
の
第
二
巻
は
、
元
時
代
に
支
那
に

電
光
し
π
オ
ド
リ
ク
○
伽
O
言
9
づ
O
a
撃
O
琴
の
試
行
物

語
で
、
一
九
一
三
年
に
潜
行
せ
ら
れ
、
そ
の
第
三
巷
は
同

じ
く
元
時
代
の
キ
リ
ス
ト
傳
溢
者
の
報
告
書
及
び
波
斯
の

ラ
シ
ツ
ド
ー
ー
ウ
ツ
ヂ
ン
切
勲
ω
三
焦
巳
伽
写
の
歴
史
の
抜
葦
、

伊
太
利
の
ペ
ゴ
ロ
ッ
チ
｝
、
お
。
．
。
三
の
東
亜
濫
行
案
内
、

元
末
に
羅
馬
法
皇
の
使
者
こ
し
て
支
那
に
派
遣
さ
れ
托
、

マ
リ
ニ
ヨ
リ
竃
㊤
ユ
讐
。
霞
の
記
録
等
を
牧
め
て
、
一
九
一

四
年
に
列
冷
せ
ら
れ
、
第
一
省
は
、
已
に
紹
介
し
お
「
序

論
」
ご
「
補
録
」
よ
り
成
立
し
て
、
一
九
一
五
（
蜜
は
一
九

一
六
）
年
に
列
世
さ
れ
把
。
最
後
の
第
四
懇
に
は
、
元
時

代
に
印
度
及
び
支
那
方
面
に
観
光
し
把
、
イ
ブ
ン
精
バ
ツ
ー

タ
ぎ
昌
】
貯
欝
9
の
記
録
、
及
び
朋
末
に
印
度
か
ら
陸
路

支
那
に
入
つ
π
、
べ
子
ヂ
ク
ト
ー
ー
ゴ
エ
ス
田
W
。
藤
島
無
¢
。
＄

の
族
行
に
溢
す
・
る
記
録
を
多
め
て
、
一
九
｛
六
年
度
に
兜

行
さ
れ
る
馨
に
な
っ
て
居
る
が
、
吾
が
輩
は
未
だ
そ
の
憲

を
手
に
す
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
Q

　
　
　
第
ご
巻
　
　
批
　
評
　
　
増
職
「
束
蓬
支
那
語
」

吾
が
輩
は
近
頃
こ
の
増
補
『
東
逮
支
郷
記
』
の
第
一
巷
の
み

を
、
即
言
な
が
ら
、
兎
に
角
麺
記
し
陀
。
こ
の
第
一
憲
は

東
西
の
交
通
の
大
黒
を
叙
述
し
π
も
の
で
、
や
＼
一
般
的

で
あ
り
、
且
つ
最
近
に
登
列
さ
れ
犯
も
の
で
も
あ
り
、
更

に
叉
コ
川
ヂ
エ
の
最
も
精
力
を
傾
注
し
把
所
で
あ
る
檬
に

想
は
れ
る
か
ら
、
叢
に
こ
の
第
一
巻
に
就
い
て
、
聯
か
批

評
を
試
み
や
う
ご
思
ふ
。

吾
が
輩
は
こ
の
壇
補
『
東
達
支
那
記
』
を
、
近
年
稀
有
の
好

著
こ
し
て
推
怨
す
る
こ
ご
を
揮
ら
澱
Q
コ
ル
ヂ
エ
以
外
の

人
で
は
、
到
底
此
の
如
き
成
績
を
爆
げ
難
い
こ
ご
、
思
ふ
り

併
し
そ
の
闘
に
多
少
備
を
求
め
た
い
所
も
あ
る
○
麺
護
の

際
心
付
い
た
若
干
澱
を
左
に
開
列
し
控
い
O

①
，
「
序
論
」
の
第
一
章
は
、
　
「
希
尊
人
及
び
羅
馬
人
の
支

那
に
遷
す
る
智
識
し
ご
題
し
、
第
二
章
は
「
支
那
人
の
羅

馬
帝
園
に
關
す
る
智
識
」
＆
題
し
、
第
二
章
（
乙
）
は
コ
ル
ヂ

エ
の
新
に
増
補
し
陀
筋
で
、
「
〔
支
那
ご
〕
中
央
亜
細
亜
の

關
係
し
ご
題
し
で
あ
る
が
、
そ
の
内
気
を
検
す
る
ご
、
既

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
＝
一
二
　
　
（
五
〇
二
）



　
　
　
第
二
巷
　
　
鈍
　
詳
　
　
矯
補
「
竃
蓮
支
那
詑
」

に
嬬
夘
二
血
早
に
燃
斌
て
、
山
ヌ
那
7
〈
の
羅
甑
岬
に
…
繍
…
す
・
る
智
強
灘
の
由

來
を
諸
等
す
る
必
要
か
ら
、
画
漢
の
張
篶
の
遠
征
、
熱
雷

の
班
超
の
経
学
等
、
雨
瀧
ご
中
央
亜
細
亜
こ
の
交
渉
は
、

す
べ
て
、
こ
の
掌
中
に
記
載
し
た
結
果
、
新
設
の
第
二
章

（
乙
）
は
、
た
い
灌
・
時
代
に
於
け
る
、
支
那
ご
中
央
亜
細
亜

の
交
渉
を
記
載
す
る
に
過
ぎ
3
3
0
そ
の
題
目
ご
内
容
ご
は

よ
く
一
致
し
て
居
ら
濾
。
勿
論
之
は
コ
ル
ヂ
エ
が
、
ユ
ー

川
の
原
譜
の
順
序
は
、
成
る
べ
く
動
か
さ
澱
こ
い
ふ
方
針

か
ら
摩
把
自
然
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
膿
裁
上
順
自
く
な

い
榛
に
患
ふ
。
懇
ろ
支
那
ご
中
央
亜
細
亜
こ
の
關
係
を
、

第
二
章
（
甲
）
に
置
き
、
爾
漢
よ
り
．
陪
屠
若
く
ば
そ
の
以
後

に
至
る
迄
の
支
那
ご
中
央
亜
細
亜
こ
の
交
渉
を
こ
＼
に
纒

め
、
次
の
第
二
章
（
乙
）
に
支
那
人
の
羅
馬
帝
國
に
閉
す
る

智
識
を
紹
介
し
π
方
が
、
前
後
の
脈
絡
も
整
ふ
こ
ご
、
思

ふ
。

匹
、
序
論
」
の
第
四
章
は
、
．
「
〔
支
那
ご
〕
ア
ラ
ブ
人
こ
の

交
通
」
で
め
る
が
、
そ
の
内
容
は
主
こ
し
て
唐
蒋
代
に
根

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
ご
二
二
　
（
五
〇
三
）

つ
て
、
そ
の
以
後
の
事
賓
は
、
殆
ご
親
仁
に
付
し
て
居
る
。

宋
元
窯
初
に
か
け
て
、
ア
ラ
ブ
人
こ
の
交
通
は
可
な
り
頻

繁
で
あ
っ
た
Q
政
治
上
の
關
係
こ
そ
麿
時
代
に
劣
れ
、
瓶

商
は
一
層
盛
大
で
あ
っ
仁
。
ユ
ー
戸
以
後
、
此
等
の
事
實

は
、
既
に
厭
洲
の
六
界
に
知
ら
れ
て
居
る
に
、
コ
ル
ヂ
エ

の
塔
補
の
こ
＼
に
及
ば
な
か
つ
陀
の
は
、
如
何
な
る
故
で

あ
ら
う
勲
。

珊
「
補
録
」
の
第
九
章
（
丙
）
は
、
南
宋
の
趙
黙
思
の
『
諸

愚
子
』
の
大
秦
國
に
關
す
る
記
事
を
、
ヒ
ル
ト
叢
丘
回
及

び
ロ
ッ
ク
ヒ
μ
ズ
。
。
窪
日
の
英
謬
か
ら
親
無
し
π
も
の

で
あ
る
。
『
諸
蕃
志
』
の
大
胡
虜
に
啓
す
る
記
事
は
、
前
代

の
記
録
を
引
用
し
仁
．
所
が
勘
く
な
い
○
趙
汝
這
自
身
が
當

時
の
ア
ラ
ブ
商
人
か
ら
傳
聞
し
把
記
事
ご
、
前
代
の
記
録

を
そ
の
襟
引
用
し
陀
記
事
ご
を
囁
卜
せ
ん
爲
に
、
ヒ
ル
ト

及
び
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
の
英
諜
に
は
、
二
緯
の
字
膿
を
用
ひ
た

の
を
、
コ
〃
ヂ
エ
は
そ
の
儘
に
縛
無
し
仁
の
は
よ
い
が
、

こ
の
事
に
亡
し
て
何
等
の
溢
意
を
添
．
へ
て
な
い
か
ら
、
英
幽



謬
『
諸
蕃
志
』
を
知
ら
ぬ
讃
者
は
、
こ
の
二
極
の
字
騰
に
就

い
て
不
審
を
生
す
る
恐
が
な
い
ご
も
限
ら
繊
Q

更
に
渕
っ
て
い
ふ
ご
、
コ
川
ヂ
エ
が
特
に
『
諸
蕃
志
』
の
記

事
を
弦
に
増
補
し
た
圭
意
が
頗
る
明
瞭
で
な
い
。
大
秦
の

記
事
が
重
要
こ
な
ら
ば
、
『
諸
蕃
志
』
以
上
に
引
用
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
支
那
の
記
録
か
勘
く
雰
い
○
『
諸
蕃
志
』
が
全

膿
こ
し
て
英
鐸
さ
れ
把
の
は
、
近
年
の
こ
ご
で
あ
る
が
、

そ
の
大
秦
國
に
遺
す
る
記
事
は
、
早
く
ヒ
ル
ト
の
『
大
秦

全
階
』
Ω
言
婁
；
・
。
男
9
・
毒
○
『
一
①
・
、
け
に
諜
報
さ
れ

て
あ
っ
て
、
決
し
て
新
奇
の
も
の
で
な
い
。
『
東
達
支
那

記
』
は
支
那
に
關
す
る
西
方
諸
彦
の
記
録
を
紹
介
す
る
の

が
目
的
で
、
支
那
の
西
方
諸
國
に
關
す
る
記
事
を
紹
介
す

る
主
意
で
な
い
か
ら
、
吾
が
輩
は
特
に
『
賢
妻
志
ト
の
記
事

を
…
増
補
す
る
必
要
な
い
か
ご
疑
ふ
。

吾
が
輩
は
か
＼
る
『
諸
派
志
』
の
記
事
を
増
補
す
る
よ
り

も
、
第
十
五
世
紀
に
出
來
た
、
『
支
那
物
語
建
白
巨
碁
帰
．
戸
巳
。

で
も
諜
載
し
π
方
が
要
職
ご
思
ふ
○
こ
の
『
支
那
物
語
』
は
、

　
　
　
第
二
巻
　
批
欝
　
、
増
補
〔
東
遽
支
那
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
　
ル
が

離
調
帖
瞬
発
の
孫
で
、
沙
合
魯
も
∩
7
欝
労
舞
財
の
子
に
當

　
　
ウ
ル
ク
ペ
ク

る
、
兀
球
菜
の
⊆
轟
し
瓢
。
σ
q
使
者
こ
し
て
、
支
那
に
往
つ

盛
土
耳
古
人
の
記
録
す
る
所
ご
傳
へ
ら
れ
て
居
る
、
補
録

の
第
十
七
節
に
、
沙
合
魯
か
ら
明
の
永
樂
帝
の
許
に
派
遣

し
覚
使
者
の
物
語
を
験
録
す
る
以
上
、
こ
の
『
支
那
物
語
』

も
こ
、
に
増
補
附
載
す
る
方
が
極
め
て
適
切
で
あ
る
ま
い

鰍
。W
コ
川
ヂ
エ
が
原
著
の
『
軍
事
』
を
増
補
し
π
部
分
に
は
、

時
に
ラ
グ
ソ
語
〔
第
一
節
（
乙
）
、
第
四
節
へ
乙
）
、
第
九
節

（
乙
）
〕
や
、
伊
太
利
語
〔
（
第
十
章
（
乙
）
〕
を
、
原
文
の
儘
に
引

用
し
て
あ
っ
て
、
吾
が
講
習
に
ご
つ
て
随
分
不
便
が
多
い
Q

吾
が
庭
蔵
の
不
便
は
一
私
事
に
過
ぎ
ぬ
が
、
併
し
ユ
ー
ル

の
『
働
蟻
支
那
記
』
の
功
績
の
一
宇
は
、
古
代
語
や
諸
外
國

語
に
書
か
れ
た
記
録
を
英
課
し
て
英
國
の
芳
書
界
に
紹
介

し
仁
黙
に
在
る
。
實
際
原
版
『
東
達
支
那
鞄
』
の
「
補
録
」
に

牧
む
る
研
は
、
皆
菜
単
に
限
っ
て
居
る
。
戦
野
バ
ク
ラ
イ

ト
繭
紬
の
重
唱
も
車
留
に
存
す
る
こ
ご
行
な
い
。
さ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
三
　
（
五
〇
四
）



　
　
　
第
二
管
　
　
幾
　
評
　
　
糖
胤
壇
奄
達
支
郷
記
」

コ
以
ヂ
エ
の
方
法
は
、
軍
に
吾
が
馬
瀬
に
不
便
を
輿
ふ
る

に
止
ら
す
、
多
少
バ
ク
ラ
イ
ト
協
會
の
目
的
に
も
適
せ
す
、

原
端
者
の
善
意
に
も
副
は
識
か
ご
疑
ふ
○

　伊
「
序
論
」
の
第
二
章
に
、
コ
ル
ヂ
エ
は
主
こ
し
て
シ
ヤ
ヴ

，
ン
ヌ
の
佛
諜
『
史
記
』
の
序
論
を
根
櫨
こ
し
て
、
張
篶
の
遠

征
の
事
蹟
を
増
補
し
て
居
る
が
、
吾
が
輩
が
嚢
に
登
表
し

た
「
張
籍
の
遠
征
」
ご
樹
比
す
る
ご
、
随
分
聞
違
が
あ
る
か

ご
患
は
れ
る
。
彼
の
記
事
に
慷
る
ご
、

ω
旬
奴
が
諸
氏
に
加
へ
だ
打
撃
が
前
後
二
回
で
、
第
一
回

は
西
紀
前
轍
世
紀
の
末
に
、
第
二
回
は
西
紀
前
一
七
七
年

ε
な
っ
て
居
る
が
、
（
卦
五
頁
）
家
際
に
與
ヘ
セ
打
撃
は
三

回
で
、
第
一
回
は
コ
ル
ヂ
エ
の
黙
り
、
第
二
回
は
西
紀
前

．
一
七
志
ハ
年
、
第
　
二
回
は
西
紀
晶
罰
一
レ
～
二
一
一
山
ハ
○
煽
ヰ
ご
・
あ
一

る
べ
き
箒
で
あ
る
。

の
月
氏
が
昔
粛
の
根
野
地
を
去
っ
た
年
代
を
、
西
紀
前
一

（

　
　
　
　
　
　
　
　
纂
三
號
一
三
四
（
五
〇
五
）

六
五
年
ご
絢
指
し
て
め
る
が
、
（
滑
五
頁
）
之
は
西
紀
前
一

七
二
i
一
六
〇
年
聞
の
寓
焼
野
ご
想
像
し
得
ら
る
”
。
の

み
で
、
そ
れ
以
上
精
確
に
、
年
代
を
指
定
す
る
こ
ご
が
出

來
ぬ
筈
で
あ
る
。

、
3
2
月
氏
は
茸
粛
を
退
去
し
て
後
、
庫
車
引
得
ぎ
を
縄
て
、

く伊
隠
密
の
深
流
テ
ケ
ス
豊
浜
8
　
コ
ソ
ゲ
ス
囚
。
羅
σ
q
。
。
。
二

水
の
流
域
地
に
往
き
、
蕪
に
先
住
し
て
居
つ
把
烏
孫
を
撃

破
し
て
、
そ
の
地
を
占
領
し
て
大
月
氏
國
を
建
設
す
ご
い

ふ
が
、
（
趾
六
頁
）
吾
が
輩
の
見
る
所
で
は
、
月
氏
が
烏
孫

を
繋
破
し
セ
の
は
、
甘
粛
の
根
忌
地
に
在
つ
覚
時
代
の
出

凍
雪
で
、
叉
力
氏
は
先
住
者
虚
器
を
擾
て
、
伊
覆
地
方
に

大
刀
氏
國
を
建
設
し
π
の
で
、
鳥
孫
か
ら
伊
難
河
流
域
地

を
奪
っ
た
も
の
で
な
い
○
烏
孫
が
こ
の
當
時
か
ら
プ
グ
ス
、

コ
ン
ゲ
ス
呪
水
の
地
を
占
領
し
て
居
つ
セ
か
も
、
大
な
る

疑
問
こ
い
は
ね
ば
な
ら
澱
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
シ

ω
月
氏
は
西
紀
前
一
六
三
年
に
適
適
を
撃
破
し
て
、
喀
什

カ
ル

礁喝

｢
｝
ハ
，
u
。
ゴ
σ
q
ρ
「
　
地
方
を
占
【
領
す
ご
’
の
る
が
、
　
（
舟
志
ハ
頁
）



か
》
る
事
實
を
『
史
記
』
『
漢
書
』
に
見
毒
す
こ
ご
が
寓
來

灘
。
㈲
張
霧
の
測
器
時
代
に
、
大
月
氏
が
己
に
越
水
○
玉
器
の

南
の
藍
市
城
に
平
し
て
居
つ
縦
様
に
明
記
し
て
め
る
が
、

（
舟
七
頁
）
こ
は
確
に
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
の
本
文
ご
合
は

澱
。
竜
葵
の
大
月
氏
の
根
鑛
地
は
、
野
水
の
北
の
監
氏
城

で
あ
っ
て
、
嬬
水
の
南
の
藍
市
城
で
な
い
こ
ご
は
、
吾
が

輩
が
己
に
再
三
主
張
し
て
適
い
柁
。

㈲
張
審
の
鳥
孫
に
黒
し
た
年
を
西
紀
前
一
一
五
年
ご
明
記

し
て
あ
る
が
、
（
卦
八
頁
）
之
は
寧
ろ
彼
が
装
薬
よ
り
蹄
朝

し
セ
年
代
ご
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
Q

尤
も
吾
が
輩
の
「
張
器
の
遽
征
」
に
封
し
、
藤
田
へ
豊
八
）
零

は
「
月
氏
の
故
地
こ
そ
の
二
面
の
年
代
」
こ
い
ふ
論
文
を
公

に
し
て
、
（
大
泥
五
年
十
月
の
『
東
洋
學
報
』
㌦
契
約
に
關
す

る
地
理
年
代
等
に
つ
き
反
封
説
を
唱
へ
ら
れ
て
暑
る
。
併

し
藤
田
看
の
説
に
は
、
同
意
出
來
ぬ
織
が
多
い
。
吾
が
輩

は
今
日
で
も
自
家
の
所
説
を
墾
更
す
る
必
要
を
認
め
瀕
。

第
一
一
懸
　
　
批
　
評
　
　
増
補
戸
束
蓬
支
那
記
」

何
れ
機
會
を
得
て
、
藤
田
君
の
敷
を
請
ふ
べ
く
心
掛
け
て

居
る
。

W
東
漢
以
後
の
事
實
に
も
時
々
…
闇
蓮
が
あ
る
。
例
へ
ば
班

く超
の
死
後
そ
の
子
班
勇
が
直
に
そ
の
職
を
襲
ひ
し
ご
い
ふ

が
如
き
、
（
四
十
一
頁
）
、
麿
の
鳶
宗
が
玄
宗
の
死
後
（
西

暦
七
六
二
）
に
、
始
め
て
帝
位
に
即
く
こ
な
す
が
如
き
、

（
六
十
三
頁
）
『
島
夷
志
略
』
中
の
土
塔
を
東
塔
－
日
冨
国
韓
f

冨
葺
し
り
宕
℃
p
；
ご
誤
古
せ
る
が
如
き
．
八
十
一
頁
ど
久
契
丹

の
薔
都
を
逡
陽
こ
し
、
阿
保
機
の
時
、
早
く
北
京
に
都
す

ご
な
す
が
如
き
、
（
百
四
十
七
頁
・
か
、
る
些
細
な
誤
謬
は

菰
に
列
爆
す
る
こ
ご
を
見
合
す
る
。

ラ鴨
「
序
論
」
の
第
四
節
は
、
支
那
ご
大
食
こ
の
交
通
を
述
べ

把
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
の
研
究
は
、
近
時
我
が
國

で
随
分
内
達
し
た
制
合
に
、
隊
洲
で
は
罵
り
進
歩
し
て
居

ら
ぬ
。
コ
ル
ヂ
ヱ
の
増
補
し
自
注
繹
を
見
て
も
、
こ
の
邊

の
難
事
が
よ
く
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
帰
三
五
（
五
〇
六
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
批
　
評
　
　
壌
戴
「
東
蓬
支
那
記
」

こ
の
章
に
『
新
笹
書
』
の
地
理
志
に
附
載
し
て
あ
る
、
唐
の

質
耽
の
廣
州
通
海
賦
道
の
｝
條
を
引
用
し
て
あ
っ
て
、
疵

に
二
三
の
學
者
は
、
こ
の
道
筋
を
解
繹
し
て
居
る
が
、
皆

十
分
ご
は
い
へ
ぬ
◎
コ
川
ヂ
エ
の
補
注
（
八
十
五
頁
）
も
、

大
抵
ヒ
川
ト
及
び
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
磁
器
の
『
鼻
革
志
』
の
解
群

を
引
用
せ
る
の
み
で
、
格
別
見
る
に
足
ら
蹟
ご
思
ふ
。
吾

が
輩
は
咋
年
七
月
の
本
誌
に
掲
げ
π
「
，
波
碧
羅
の
東
洋
貿

易
港
に
就
で
」
中
」
に
、
ヒ
川
ト
等
の
所
説
の
誤
謬
を
指
摘

し
て
賜
い
π
Q

費
耽
の
爆
げ
た
地
名
中
に
提
魔
軍
が
あ
る
。
こ
は
勿
論
ア

ラ
ブ
人
の
所
謂
タ
イ
プ
川
U
出
σ
戸
二
（
じ
虫
く
三
）
で
、
印
度

河
ロ
に
近
き
貿
易
港
で
あ
る
が
、
嚢
に
吾
が
輩
は
『
大
唐

西
域
記
』
の
謝
灘
が
ヅ
ア
ブ
ル
　
N
ρ
げ
三
の
昔
諜
で
あ
れ

ば
、
麗
の
字
は
σ
巳
の
音
を
表
す
べ
き
も
の
こ
断
じ
π

に
鍋
し
て
、
藤
田
君
は
幾
分
疑
惑
を
挾
ま
れ
元
。
同
君
の

「
二
代
の
層
至
極
に
就
て
」
（
大
正
五
年
十
月
の
『
史
林
釦
）
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
イ

に
、
こ
の
事
に
論
及
し
て
、
謝
蘭
、
桜
飯
の
塵
は
皆
鷹
の

第
三
號
　
　
一
三
点
ハ
　
（
五
〇
七
）

誤
な
る
べ
く
、
麗
の
字
は
【
）
巳
の
吾
を
表
は
し
得
る
こ

ご
言
を
須
元
兎
ご
巾
さ
れ
て
居
る
。

併
し
（
一
）
提
馳
叉
は
謝
馳
を
提
麗
又
は
謝
麗
に
作
つ
惣
實

例
が
見
當
ら
蹟
。
（
二
）
鷹
の
字
が
唐
時
代
か
ら
存
在
し
仁

か
や
大
な
る
疑
問
で
あ
る
。
鵬
の
字
の
正
講
如
何
は
明
代

か
ら
議
論
が
あ
っ
て
、
今
も
多
少
懸
案
こ
な
っ
て
居
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
パ
イ
　
　
グ

多
数
の
諜
者
は
、
鷹
は
羅
の
認
字
で
、
唐
時
代
に
は
存
在

せ
ざ
る
も
の
こ
認
め
て
居
る
。
吾
が
輩
も
囎
の
字
は
唐
時

代
に
存
在
せ
な
か
π
も
の
こ
信
じ
仁
い
。
然
れ
ば
唐
時
代

の
世
塵
、
謝
塵
を
提
融
闘
謝
穂
の
誤
ご
認
め
る
こ
ご
が
出
來

繊
Q
（
三
｝
假
に
唐
時
代
よ
り
麗
の
字
存
在
せ
し
も
の
こ
し

　
　
　
メ
イ

て
も
、
認
の
字
音
は
び
三
を
表
は
す
に
、
爾
く
適
當
せ

る
も
の
こ
認
め
る
こ
ご
が
出
番
訟
。
こ
の
三
理
由
に
よ
っ

て
、
吾
が
輩
は
藤
田
君
の
新
説
に
愚
筆
せ
な
け
れ
ば
な
ら

澱
Q
藤
田
君
が
塵
の
字
音
を
、
目
の
譜
聲
ご
見
て
、
舞
、
の
如
く

考
へ
ら
れ
π
の
は
臆
噺
で
あ
る
。
唐
時
代
に
於
塗
る
馳
の



剛

字
一
音
が
ノ
く
潔
≦
9
叉
は
≦
昌
に
近
か
つ
π
こ
ご
は
、
謝
…

駆
を
一
に
謝
越
に
作
る
に
よ
っ
て
も
推
測
す
る
こ
ご
が
出

弄
る
。
最
近
に
白
鳥
博
士
は
、
そ
の
［
，
罵
叫
号
考
」
（
大
正

六
年
一
月
の
『
東
洋
學
報
』
）
中
に
、
謝
麗
－
白
鳥
二
士

　
　
　
　
　
　
メ
イ
　
　
　
　
ク

は
藤
田
君
の
謝
腱
を
蒼
蒼
ご
誤
認
し
て
非
難
さ
れ
て
居
る

が
之
は
博
士
の
問
違
で
あ
る
ー
ー
又
は
謝
越
に
て
N
m
暑
巳

（
N
号
ε
の
音
を
あ
ら
は
し
得
る
理
由
を
縷
述
さ
れ
て
居

る
。
吾
が
輩
も
略
同
糠
の
理
出
に
櫨
り
、
提
鯉
の
二
字
を

以
て
、
　
囲
）
鐵
σ
巳
（
U
9
く
三
）
　
の
音
を
表
は
す
に
格
別
不

都
合
な
い
か
ご
思
ふ
つ
把
や
白
鳥
博
士
が
灘
の
字
を
艶
の

講
ご
認
め
、
陀
を
日
の
諾
聲
文
字
ご
認
め
ら
れ
把
の
は
、

一
二
の
溢
理
は
あ
る
が
、
併
し
吾
が
輩
の
知
れ
る
限
り
に

於
て
、
字
書
に
駝
の
字
が
見
當
ら
ぬ
故
、
こ
の
説
に
賛
成

を
躊
躇
せ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
○
吾
が
輩
は
提
麹
、
直
門
の

馳
は
、
鷹
の
誤
で
も
關
の
認
で
も
な
い
ご
思
ふ
。

凸v．s

第
二
巻
　
　
揺
　
許
　
　
増
補
「
束
達
支
那
記
」

り田
唐
時
代
に
大
食
人
の
星
斗
し
セ
支
那
の
貿
易
港
は
、
西

い七
九
世
紀
の
宇
頃
の
イ
ブ
ン
コ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
H
σ
嵩
囚
7

0
a
銭
σ
魯
の
『
道
程
及
州
郡
志
』
に
慷
る
ご
，
工
川
1
ー
ワ
キ

書
ン
0
7
≦
鋳
ご
（
正
し
く
は
川
ー
キ
ン
び
。
鼻
ε
カ
ン

フ
犀
皇
霊
8
＃
ジ
ヤ
ソ
フ
b
す
昌
∂
二
及
び
カ
ン
ツ
】
〈
9
〒

8
g
の
四
港
で
あ
る
○
こ
の
四
貿
易
港
に
就
い
て
、
ユ
ー
ル

は
既
に
可
な
り
の
欝
血
を
加
へ
π
が
、
コ
ル
ヂ
エ
は
更
に

幾
多
の
注
解
を
増
補
し
て
居
る
。
（
＝
一
九
一
一
三
七
頁
）

コ
川
ヂ
エ
の
補
注
は
、
極
め
て
周
到
で
あ
る
に
拘
ら
す
、

途
に
こ
の
四
港
の
位
麗
に
關
し
て
、
何
等
確
乎
π
る
擬
定

を
下
し
て
居
ら
ぬ
。
菅
に
こ
の
四
問
題
に
就
か
て
の
み
で

な
く
、
増
補
『
東
達
支
那
記
』
全
部
を
通
じ
て
、
コ
川
ヂ

エ
自
身
の
新
説
は
除
り
見
當
ら
ぬ
。
新
説
は
姑
く
措
き
、

廣
く
異
説
を
集
め
る
渡
合
に
、
彼
は
そ
の
異
説
に
樹
し
て
・

何
等
の
批
判
を
加
へ
な
い
、
こ
は
本
書
の
性
質
上
無
理
も

な
い
が
、
併
し
是
非
の
明
白
な
る
僖
説
に
封
し
て
は
、
幾

分
そ
の
取
捨
を
決
定
す
る
の
も
望
ま
し
い
事
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
七
　
（
五
〇
八
）



第
二
巻
　
　
鋤
　
評
　
　
鼎
補
「
吏
蓮
支
那
誕
」

0
工
川
フ
キ
ー
ン
正
し
く
は
川
ー
キ
ソ
に
就
い
て
は
、
ス

く
プ
レ
ン
ゲ
川
し
Q
三
窪
⑩
臼
以
來
、
一
般
に
之
を
今
の
佛
領

ト
ソ
ギ
ン
　
　
ハ
ノ
イ

東
京
の
河
内
二
丈
9
附
近
に
擬
冷
す
る
こ
ご
に
な
っ
て

居
る
が
、
ル
！
キ
ン
こ
い
ふ
名
鵜
の
解
繹
が
出
営
な
か
つ

π
o
コ
川
ヂ
エ
も
ユ
ト
川
同
様
、
〃
ー
キ
ン
の
位
置
ご
名

欝
に
就
い
て
、
何
等
の
解
繹
を
下
し
て
居
ら
ぬ
Q

我
が
石
橋
君
は
、
「
唐
宋
時
代
の
支
那
浩
海
貿
易
港
に
就

て
」
（
明
治
光
四
年
十
月
の
『
忍
男
雑
誌
』
、
中
に
、
ア
ラ
ブ

人
の
川
ー
キ
ン
は
龍
編
H
・
9
賓
も
凶
○
口
こ
い
ふ
地
名
を
設

つ
把
も
の
主
張
さ
れ
だ
。
ア
ラ
ブ
人
は
P
の
音
に
劃
し
て

F
の
字
を
用
ひ
、
こ
の
F
の
字
が
屡
K
の
字
ご
混
同
す

る
か
ら
、
龍
編
が
ル
ー
キ
ン
ご
詑
つ
把
こ
い
ふ
の
が
、
石

橋
君
の
主
張
で
め
る
。
從
來
援
表
さ
れ
把
中
で
、
こ
の
説

が
尤
も
姿
當
の
様
で
、
吾
が
輩
も
之
に
賛
成
し
π
い
。

②
カ
ン
フ
は
ダ
ラ
プ
七
三
ト
囲
㌶
鷲
。
昏
が
、
之
を
マ
ル

コ
ー
ー
ポ
ー
ロ
の
ガ
ン
プ
Ω
”
白
窟
ご
同
一
な
り
、
こ
圭
張
し
て

憂
患
、
隊
洲
の
學
者
は
概
ね
こ
の
説
に
賛
成
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
ご
二
八
　
（
五
〇
九
）

マ
川
コ
羅
ボ
ー
ロ
の
ガ
ン
ブ
は
…
嚢
外
の
音
鐸
で
、
今
の
杭
州

の
営
養
江
口
に
在
る
、
漸
江
省
嘉
興
玄
海
盈
縣
激
浦
鎭
を

指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
ク
ラ
ブ
ロ
ー
ト
等
の
説
は
、
大
騰

に
於
て
、
カ
ン
フ
を
杭
州
に
擬
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

勿
論
欧
洲
の
晒
者
中
に
、
こ
の
カ
ン
フ
を
廣
東
に
擬
し
た

入
も
め
る
が
、
カ
ン
フ
の
名
聡
を
解
騨
す
る
こ
ご
が
出
來

な
か
つ
π
9
石
橋
潜
は
始
め
て
ア
ラ
ブ
人
の
ヵ
ソ
フ
は
、

唐
時
代
の
支
那
人
の
記
録
に
あ
る
贋
府
安
く
・
三
σ
q
卜
醐
の
音

課
ご
認
め
、
之
を
廣
東
に
認
定
し
な
。
石
橋
君
の
主
張
は

鐵
案
で
あ
っ
て
、
殆
で
疑
惑
を
容
る
る
除
地
が
な
い
。

コ
ル
ヂ
エ
の
補
注
（
八
十
九
頁
）
に
披
る
ご
、
ペ
リ
オ
が
一

九
〇
四
年
の
河
丙
の
『
極
東
學
院
雑
誌
』
（
嘗
国
・
男
一
ρ

○
●
）
に
、
ア
ラ
ブ
人
の
カ
ン
フ
は
廣
府
の
脅
鐸
で
、
慶
東

に
當
つ
べ
き
も
の
こ
圭
書
し
居
る
が
、
コ
ル
ヂ
エ
は
こ
の

説
を
信
鋭
し
難
し
ご
て
排
斥
し
、
ユ
ー
ル
同
襟
に
、
依
然

杭
州
説
を
軌
っ
て
居
る
の
は
、
甚
だ
愚
心
田
來
澱
ご
思
ふ
。

の
ジ
ヤ
ソ
フ
に
就
い
て
は
、
ユ
窪
川
は
早
く
之
を
江
蘇
の

（



●

揚
州
に
確
定
し
た
。
コ
ル
ヂ
エ
は
ジ
ヤ
ン
フ
に
就
い
て
、

何
等
の
補
注
を
加
へ
て
居
ち
ぬ
。
我
が
石
橋
君
藤
田
君
こ

も
に
、
ユ
ー
川
ご
同
説
で
あ
る
。
藤
田
君
は
最
近
の
「
イ

ブ
ン
コ
ル
ダ
ー
べ
一
の
カ
ン
ト
ウ
に
就
い
て
」
（
大
正
五
年

六
月
の
『
三
角
難
誌
』
）
中
に
、
縷
々
ジ
ヤ
ン
フ
揚
州
説
を

主
張
さ
れ
て
居
る
○
そ
の
他
濁
逸
の
ハ
川
ト
、
マ
ン
踏
’
亭

ヨ
，
塁
は
、
こ
の
ジ
ヤ
ン
フ
を
ジ
ヤ
ン
ジ
ウ
b
宣
只
言
の

誤
こ
し
て
、
之
を
輻
建
の
泉
州
に
擬
し
て
居
る
。
（
『
イ
ス

ラ
ム
敷
百
科
全
書
』
夢
・
守
身
。
喜
・
臨
・
・
9
H
・
・
げ
旨
八

四
二
頁
）
彼
の
擬
製
の
理
由
は
殆
ご
採
る
に
足
ら
ぬ
が
、

擬
定
の
結
果
ば
正
確
を
得
て
得
る
檬
に
臓
ふ
。
吾
が
輩
も

畢
覧
ジ
ヤ
ソ
フ
を
編
建
地
方
に
澱
く
論
者
で
あ
る
。

ω
最
後
の
カ
ン
ッ
に
就
い
て
は
異
説
が
多
い
。
ユ
ー
ル
は

或
は
之
を
黄
河
の
ロ
岸
に
擬
せ
ん
こ
し
、
或
は
上
海
附
近

に
擬
せ
ん
こ
し
、
疑
惑
の
欄
に
署
名
し
て
居
る
Q
西
洋
の

顕
者
で
、
カ
ン
ッ
の
所
在
を
明
に
指
定
し
陀
の
は
、
ヲ
ヒ

ト
ホ
！
フ
エ
ン
空
9
爵
。
ず
μ
で
、
彼
は
之
を
騒
騒
室
勲
〒

第
二
巻
　
　
批
　
評
　
　
培
補
「
褒
遙
支
那
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

叶
渉
ひ
漏
の
晋
諜
ご
見
て
、
山
東
の
遠
州
に
擬
し
て
居
る
。
ハ

ル
ト
マ
ソ
は
カ
ン
ツ
を
カ
ン
ス
｝
ハ
ρ
聾
唖
の
調
こ
し
て
・

繋
馬
州
に
擬
定
し
て
居
る
が
、
こ
れ
は
殆
ご
問
題
こ
な
ら

沁
。我
が
石
橋
君
は
こ
の
カ
ソ
ツ
を
光
州
峯
歪
ゐ
含
ぎ
⊆
の

民
望
ざ
認
め
て
、
之
を
山
東
の
莱
州
府
に
擬
思
し
、
藤
田

看
は
カ
ン
ッ
を
安
東
≧
工
§
四
の
暑
鐸
ご
認
め
て
、
之

を
直
隷
の
雲
上
府
に
想
定
さ
れ
て
居
る
（
吾
が
輩
は
別
に
、

カ
ン
ッ
は
江
都
囲
β
コ
σ
q
み
。
⊆
の
音
謬
で
、
畢
覧
揚
州
に
當

つ
べ
し
ご
い
ふ
新
説
を
提
出
し
て
概
い
た
。

コ
川
ヂ
エ
は
例
の
如
く
、
カ
ン
ツ
問
題
に
就
い
て
、
格
別

の
意
見
を
螢
表
し
て
居
ら
澱
。
把
い
彼
は
ユ
ー
ル
の
カ
ン

ッ
上
海
説
に
然
し
て
、
上
海
に
て
は
、
朝
鮮
牟
島
の
山
魯

を
望
み
難
い
ご
、
幾
分
反
樹
の
意
を
表
し
て
居
る
。
（
二
二

六
頁
）
藤
田
君
も
亦
、
馨
同
様
の
非
難
を
吾
が
輩
の
カ
ン

ッ
江
都
説
に
加
へ
ら
れ
た
。
（
大
正
五
年
六
刀
の
『
史
學
雑

誌
』
四
十
二
頁
）
併
し
根
本
史
料
た
る
イ
ブ
ソ
コ
ル
ダ
ー
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
三
九
（
五
一
〇
）



第
二
巻
　
批
評
　
塀
補
「
束
蓬
支
那
記
」

1
の
書
中
に
、
カ
ン
ッ
か
ら
必
ず
朝
鮮
の
山
岳
が
見
ね
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
い
ふ
記
事
は
見
當
ら
ぬ
か
ご
思
ふ
。
從
っ
て

か
》
る
非
難
は
量
り
有
力
で
な
い
。

吾
が
輩
は
今
賢
で
も
、
カ
ン
ッ
江
都
説
が
尤
も
要
當
ご
信

じ
て
居
る
。
藤
田
君
は
随
分
手
締
し
く
、
こ
の
カ
ン
ッ
江

都
説
を
攻
撃
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
攻
撃
は
吾
が
輩
の
見

る
所
で
は
、
何
れ
も
有
力
ご
思
は
れ
澱
Q
同
時
に
藤
田
君

の
ヵ
ン
ッ
安
東
説
の
書
庫
も
、
可
な
り
薄
弱
ご
思
ふ
。
吾

が
輩
は
不
日
別
に
こ
の
問
題
に
關
す
る
一
論
文
を
登
表
す

る
豫
定
で
あ
る
か
ら
、
輩
に
は
す
べ
て
省
略
す
る
o

七

増
補
『
東
達
支
那
記
』
を
通
讃
す
る
ご
、
所
在
に
．
ヘ
リ
オ
の

新
説
が
紹
介
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
ペ
リ
オ
の
新
説
が
不
恩

議
に
も
、
己
に
登
表
さ
れ
π
我
が
國
の
病
者
の
そ
れ
ご
一

致
す
る
所
が
多
い
。
例
へ
ば
我
が
石
橋
君
の
唱
へ
た
カ
シ

フ
廣
府
説
は
．
、
同
じ
く
ペ
ジ
オ
に
よ
っ
て
唱
へ
ら
て
居
る
。

第
三
號
　
一
四
〇
　
（
五
一
一
）

（
入
十
九
再
ひ
晴
唐
以
來
支
那
人
は
羅
馬
帝
國
を
彿
糠
ご
呼

ぶ
が
、
こ
の
佛
蒜
の
嘉
穂
解
輝
に
塾
す
る
異
説
多
き
中
に
、

わ
が
白
鳥
樽
士
は
之
を
川
ー
ム
渉
漕
運
の
音
遣
ご
認
め
れ

た
。
所
が
ベ
ソ
オ
も
亦
ル
ー
ム
梯
蒜
説
を
唱
へ
て
居
る
。

（
四
十
五
頁
）
中
世
期
に
西
方
諸
藩
民
は
支
那
を
指
し
て
タ

ウ
ガ
ス
日
、
…
ξ
σ
q
鍵
又
は
タ
ム
ガ
ジ
ビ
冒
§
夷
ε
等
ご
呼
ん

だ
。
こ
の
名
構
の
解
諜
に
も
異
説
が
多
い
が
、
白
鳥
博
士

は
、
こ
は
北
下
の
箭
竹
門
嬰
6
葺
を
誹
っ
た
も
の
こ
解
鐸

さ
れ
陀
に
樹
し
て
、
ペ
リ
オ
も
亦
馨
同
様
の
説
を
登
表
し

て
居
る
。
（
蹴
二
頁
、
元
の
注
大
淵
の
『
島
夷
略
志
』
に
、
八

丹
地
方
の
土
確
梵
塔
の
こ
ご
を
記
載
し
て
あ
る
。
藤
田
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
へ
　
い
ハ
　
ル

は
こ
の
士
塔
を
以
て
、
印
度
の
馬
八
兇
地
方
の
ネ
ガ
バ
タ

ム
乞
。
σ
q
ぞ
無
9
ヨ
附
近
の
所
謂
支
那
塔
Ω
旨
窪
○
国
σ
q
O
号

に
擬
し
π
Q
ペ
ヲ
オ
も
困
殆
ご
同
一
の
説
を
主
張
し
て
居

る
Q
（
八
十
｝
頁
）

ペ
リ
オ
の
カ
ン
フ
廣
望
薄
は
、
手
許
に
『
極
東
學
院
雑
誌
』

が
な
い
か
ら
、
そ
の
内
容
を
詳
に
す
る
こ
ご
が
出
來
澱
。

覧



ペ
リ
ォ
の
タ
ウ
ガ
ス
属
僚
説
は
、
一
九
一
二
年
十
月
の

『
通
報
』
円
9
ヨ
σ
q
膨
○
に
螢
表
さ
れ
て
居
る
が
、
内
容
は

そ
の
一
年
前
の
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
十
一
月
の
『
史

學
雑
誌
』
に
登
表
さ
れ
π
白
鳥
博
士
の
そ
れ
ご
殆
ご
同
一

で
あ
る
。
勿
論
暗
合
ご
見
ぬ
ト
ペ
ソ
オ
の
論
文
中
に
、
何

等
白
鳥
博
士
に
言
及
し
て
居
ら
ぬ
。

吾
が
輩
は
ペ
リ
オ
の
川
ー
ム
割
前
設
が
、
何
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
陀
か
知
ら
ぬ
が
、
培
補
『
東
達
支
那
記
』
の
注
鐸
に
よ

る
ご
、
一
九
一
五
年
頃
に
綾
表
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
賂

同
一
の
自
鳥
博
士
の
説
は
、
早
く
一
九
〇
四
年
（
明
治
三

七
）
八
月
の
『
史
學
難
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
も

亦
暗
合
に
過
ぎ
諏
の
で
あ
ら
う
。

印
度
の
支
那
塔
に
關
す
る
ペ
フ
オ
の
説
は
、
増
補
『
東
達

支
那
記
』
に
始
め
て
見
え
π
が
、
藤
田
霜
の
は
、
そ
の
二
年

前
の
、
一
九
＝
二
年
（
大
正
三
）
十
一
月
の
『
東
洋
學
報
』
に

公
に
さ
れ
て
居
る
○
コ
川
ヂ
エ
が
ペ
リ
ォ
の
言
に
慷
っ
て
、

藤
田
氏
は
ペ
ソ
オ
ご
猫
撫
に
、
同
一
の
結
論
を
得
元
－

　
　
　
第
ご
巻
　
　
批
　
評
　
　
墳
鋪
「
東
蓮
支
那
記
」

訂
。
・
σ
8
p
ヨ
毬
。
冒
籍
℃
Φ
民
Φ
9
0
コ
昌
昌
（
勺
。
剛
＝
9
）
び
団

琴
」
郁
愚
貯
一
ご
申
し
て
居
れ
ば
、
之
も
明
に
暗
合
ご

見
な
け
れ
ば
な
ら
濾
。
増
補
『
東
達
支
那
記
』
ご
直
接
の
關
…

係
は
な
い
が
、
最
近
に
ペ
フ
ォ
の
螢
表
し
セ
確
軒
≧
。
孝

碧
臼
置
説
（
一
九
一
五
年
十
二
月
の
『
通
報
』
）
の
如
き
も
、

十
年
前
に
白
鳥
博
士
の
巳
に
唱
虚
し
た
所
で
、
暗
合
の
一

例
ご
認
む
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

此
の
如
く
ペ
リ
ォ
の
説
ご
，
我
が
國
の
富
者
の
説
ご
、
不

思
議
に
暗
合
を
重
ね
つ
、
然
も
ペ
ソ
オ
の
方
が
、
常
に
若

干
の
年
月
を
後
く
れ
て
居
る
。

tt婁終E騙
趨諮：彙螺i…ff

H
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O
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ベ
ソ
ォ
は
學
界
に
重
望
あ
る
少
肚
有
爲
の
支
那
學
者
で
あ

る
。
殊
に
豊
前
石
室
の
秘
立
動
見
者
ご
し
て
、
そ
の
名
世

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
胱
　
　
一
四
一
　
（
五
一
ご
）

気



頁

9

算
二
巻
　
紹
介
　
墨

書一

界
に
聞
ね
て
居
る
。
今
は
北
京
に
滞
留
中
で
あ
る
が
、
先

頃
あ
る
日
本
の
學
者
ご
面
晒
し
た
時
、
彼
は
照
本
に
於
け

る
支
那
學
界
の
不
振
を
切
言
し
π
ご
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

如
何
に
も
わ
が
支
那
學
界
の
不
振
は
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事

實
で
、
精
進
倦
な
き
ペ
リ
オ
等
に
歯
し
て
、
實
に
漸
塊
蛆

幌
に
堪
へ
ざ
る
課
で
あ
る
。
併
し
翻
っ
て
一
考
す
る
ご
、

か
く
不
振
を
極
め
て
居
る
我
が
支
那
學
界
も
、
其
内
面
は

案
外
に
進
歩
し
て
居
る
も
の
か
、
世
界
有
数
の
支
那
學
者

陀
る
ペ
リ
オ
の
聾
心
に
堕
民
し
て
得
た
結
論
ご
、
略
団
様

な
結
論
を
燭
立
に
然
も
一
層
早
く
鞭
つ
、
あ
る
若
干
の
二

者
の
存
す
る
こ
ご
を
思
へ
ば
、
幾
分
自
か
ら
慰
む
る
に
足

る
ご
思
ふ
○
我
が
國
の
支
那
學
界
に
好
意
を
有
す
べ
き
ベ

フ
オ
が
こ
の
事
實
を
・
知
り
得
た
な
ら
ば
、
必
ず
衷
心
よ
り

撒
喜
す
る
筈
ご
思
ふ
。

…

第
三
號
　
一
四
二
　
（
五
一
三
）

紹

介

⑧
卜

書

　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ち
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
　
愚
三
浦
の
安
針
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
三
毛
著

　
本
書
は
西
紀
第
＋
七
節
組
勧
期
、
端
な
く
我
闘
に
漂
着
し
て
將
軍
家
康
り

寵
暦
を
受
け
、
相
々
逡
見
に
於
て
釆
邑
を
食
み
、
泣
戸
日
本
橋
の
安
針
口
’
ト

永
く
其
名
を
留
め
・
し
本
邦
勧
渡
の
英
人
ウ
芹
－
ー
ア
ム
、
ア
ダ
ム
ス
即
ち
三
浦

安
針
の
三
蹟
を
叙
溢
し
六
う
も
の
な
り
。
繭
し
て
著
者
は
安
針
が
埋
骨
の
地

ぐ
」
・
し
て
灘
緑
深
き
李
戸
に
在
る
こ
．
こ
多
年
，
戯
間
博
く
史
料
を
渉
猟
・
し
安
針

の
事
蹟
ド
就
さ
て
實
地
に
踏
査
し
、
精
緻
な
る
研
究
を
途
げ
れ
る
篤
學
の
士

な
り
。
本
書
全
篇
を
十
章
に
分
ち
、
第
一
章
乃
至
第
三
章
は
近
世
の
初
期
、

東
面
爾
洋
交
野
の
機
雷
漸
く
開
け
、
欧
人
の
東
洋
に
來
航
す
う
に
至
り
亡
吹

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ら
　
　
な
　
　
も
　
　
も
　
　
め

第
を
蓮
べ
、
赫
弟
鶴
章
「
爪
女
針
の
茜
削
畜
生
」
に
伎
彼
が
幼
時
の
繍
画
歴
よ
り
和
爾

束
印
度
商
會
の
艦
員
、
｝
し
て
本
國
を
出
帆
・
し
、
途
中
幾
多
の
銀
難
に
遭
遇
・
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ

て
我
國
に
藻
着
ぜ
・
し
事
情
を
叙
・
し
、
第
五
章
・
「
安
針
の
活
動
時
代
」
に
嫉
安

針
が
家
康
の
顧
劉
、
ミ
・
し
て
導
ら
外
交
事
務
に
買
獄
煙
し
功
績
を
蓮
べ
れ
り
、

　
　
　
へ
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
へ
　
も
　
し
　
し
　
へ
　
も

第
六
重
「
オ
ラ
ン
ダ
の
遜
藺
」
第
七
章
「
づ
ギ
リ
ス
の
通
商
」
に
於
イ
、
に
英

蘭
爾
商
館
の
爲
め
に
幕
府
ε
の
交
沸
の
任
に
霊
り
、
雨
國
貿
易
の
利
便
を
計

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

の
し
こ
ビ
、
第
八
堂
「
婁
針
の
晩
年
」
に
は
彼
が
北
海
回
航
を
企
て
、
果
さ
す


